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この工事現場では，次の施工条件による。
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鹿児島市桜ヶ丘８丁目３５番１号　(鹿児島大学構内)

平成３１年　１月３１日（木曜日）

（　　）の数値は，当該既設建物の面積とする。

・工事用車両の構内への入構及び出構は左折とする。

・構内は徐行運転とし、学生・教職員等への事故防止に努めること。

・作業者等については乗り合いを行うなど入構車両の削減に努めること。

・構内道路は車両と歩行者が交錯するため、患者・学生が多い時間帯（8:00～9:30）の

　工事車両の入構は極力避けること。

・工事で発生する粉塵等は工事範囲外に漏れないよう対策を行うこと。

・使用する重機等は低騒音型・低振動型及び排出ガス対策型とし、重機の移動等で発生

　する騒音・振動等の軽減対策を行うこと。

・工事建物内の工事範囲外において、学生・教職員が利用しているため、安全確保には

　特に留意すること。

・学内行事に伴う作業制限については監督職員と協議すること。

・構内への入構についてはパスカードが必要になるため、購入すること。

・構内は原則禁煙とすること。
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配管切り回し対象建物

・断水並びに医ガス、消火設備その他の停止作業は監督職員と協議のうえ、実施すること。
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鹿児島大学（桜ヶ丘）基幹・環境整備（機械設備支障配管切り回し）工事


